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土地利用型酪農・畜産地域における

河川水養分負荷の実態と軽減対策
草地環境科 酒井 治

(E―mall : sakalosm@agri.pref.hokkaodo.jp)

1 背景・ねらい

近年、酪農 。畜産地帯で家畜ふん尿が原

因とされる河川や地下水の汚染が問題にな

ってきています。このため、酪農や畜産が

周辺の河川に及ぼす影響を明らかにし、軽

減対策を検討しました。

2 技術内容と効果

1)酪農が河川水質に及ばす影響

道内の主要な二つの草地酪農地域を流れ

る河川水の硝酸態窒素濃度は、公共用水の

環境基準値の10mg/L以下です。しかし、河

川水の養分、特に 全窒素や硝酸態窒素の

濃度は河川の流域における乳牛の飼養頭数

や草地面積の割合が多いほど高くなる傾向

があります (図 1)。 このことから、酪農

が河川水質に影響を及ぼしていると考えら

れるため、水質を改善する努力が必要です。
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図1草地酪農地域における河川水の全窒素

濃度 と流域単位面積 当た りの乳牛飼養頭

数 (成 牛換算)の 関係

2)採草地からの養分流出とその軽減対策

チモシーの採草地に施肥標準量の窒素を

施肥 した場合、地下に浸透する水の全窒素

濃度は2mg/L以 下と低 く保たれ、浸透する

量も窒素施肥を行わない場合 と同程度で

す。しかし、スラリーを多量に施用すると

地下に浸透する量は多くなります。したが

って、地下浸透に関しては、施肥標準量を

守ることが重要です。

傾斜がある採草地での表面流出水 (降雨

や融雪時に草地の表面を流れる水)の養分

濃度は、夏期間に高い傾向があります (図

2)。 特に、施肥標準量程度の施肥でも、

施肥直後には全窒素で30mg/Lに まで達しま

す。一方、融雪期の養分の表面流出量は、

年間の6～ 9割 を占めます (図 3)。 このた

め、ふん尿散布を秋に集中することはでき

るだけ避け、春に散布することが望ましい

と考えられます。
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表面流出を軽減する対策として、施肥を
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年間の養分流出量に対する融雪期の割合 (%)
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行わない緩衝帯卓地を設置すれば、夏期間

の表面流出水の令窒素や全リン濃度を低 下

させることができます。しかし、水量の多

い融雪期には効果がありません (図 4)。
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図4緩 衝帯草地が表面流 出水の養分濃度
および養分の表面流 出量 に及 ぼす影響
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3)放牧草地からの養分流出や微生物的汚

染とその軽減対策

酪農場を通過する小河川への窒素流出の

うち、放牧地からの害J合は数～30%程度で

した。このうち、牛群の集まる飲水場等が

ある放牧地では、特に割合が高くなってい

ました。

放牧地からの養分流出や微生物的汚染に

つながる二つの要因があります。一つは放

牧地内の河川での飲水時にふん尿由来の養

分が流出したり、微生物的汚染が起こる日∫

能性があります。 lつ めはゲート、飲水場、

庇陰林など牛が集まる場所では、ふん尿の

排泄が集中するので、ふん尿由来の養分が

地 ドや表而を流れる危険性が高 くな りま

す。

放牧地における軽減対策としては、飲水

施設を設置して家畜が河川に侵入しないよ

うにすること、飲水施設や避陰林など家畜

が多く集まる場所は、河川付近や表面流出

水の流れ路に設置しないようにすること、

緩衝帯ギ1地を設置することなどが考えられ

ます。

3 まとめ

以 Lの結果から、酪農・畜産場の草地か

らの養分流出に関する軽減対策を表 1に 4t

しました。

表1草地からの養分流出と低減対策
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置する。


